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論文の内容の要旨 

 

 

論文題名 : 独裁政治と制度変化：文革期中国における軍部統治の形成と消滅 

 

氏  名 : 林 載桓 

 

 

 

 

 

  

 1960 年代末から 1970年代後半にかけて、中国には極めて異様な政治状況が出現して

いた。文化大革命が拡大し、激化していく中で、人民解放軍の大規模な政治介入が行わ

れ、その結果、軍隊幹部が中央の国家機構、および地方の党政機関を掌握し、政治過程

を主導する未曾有の状況が発生したのである。こうした軍の関与は、党と国家の領域に

留まらず、企業から学校、工場から社会団体にいたる、経済と社会のあらゆる領域に及

んでいた。中国の国家と社会が、事実上の軍部統治の下に置かれていたのである。 

本書は、人民解放軍の全面的な政治関与という、文革が引き起こした数々の政治的変

革の中の、おそらく最も逆説的な側面に光を当て、その拡大と収拾のメカニズムを明ら

かにしようとするものである。具体的に本書は、次の二つの問いに解答を提示すること

を中心的な課題とする。 

 

（1）なぜ中国において軍の主導する統治システムが出現したか 

（2）軍主導の統治システムはなぜ、そしてどのようにして消滅したか 

 

文革期中国に現出した軍主導の政治状況は、動員兵力の大規模さはもちろん、マルク

ス・レーニン主義を統治原理とする国家では極めて異例の事態であるという点で、従来

さまざまな領域の研究者から注目を集めてきた。とはいえ従来の研究は、軍の政治的影

響力が拡大し、全国的に「軍政」と呼ぶに相応しい状況が現れていたことに強い関心を
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示しながらも、この異様な政治状況が具体的にどのような構造によって成り立っており、

またその構造は時間の経過とともにどのような変化を遂げていったかという点を問題

視することはほとんどなかった。その結果、軍主導の政治状況を発生、持続させた真の

要因とは何か、また、そうした状況はいつ、どのような形で解消されたかという問いは、

ほとんど未解明のまま残されてきた。 

 文革期中国における軍と統治という問題が、もとよりさまざまの角度からの多面的な

考察を要する複雑な問題であることは言をまたない。そこで、本書では、毛沢東と人民

解放軍の関係に焦点を当て、軍主導の統治システムが形成し、変容を経て、消滅してい

く過程を分析する。その際、分析の理論的土台として、統治制度の選択と運用に当たっ

て独裁者の直面するジレンマ、およびその解決への戦略について理論的考察を試みる。

本書の基本的な主張は、独裁者の抱えるこうした問題が、文革期中国における軍部統治

の展開を理解する上で、中核的に重要な要素を成していたのではないかということであ

る。 

 

 本書の作業を通じては、次の三つの成果が得られることが期待される。 

第一に、軍介入の実態の究明である。文革期における政治介入は、人民解放軍にとっ

て、建軍以来の組織史の最も「暗鬱な」領域に属し、それゆえ関連資料の公開や研究の

進展が極端に乏しい分野である。そうした状況の下、従来の研究では、例えば中央の党

機構に占める軍人の割合などに依拠し、軍部統治の輪郭をつかめようとする試みがなさ

れてきた。しかし、都合約 280 万の幹部、兵士の政治参加が生み出した複雑多端な現実

を、それらの数字がどれほど正確に伝えているかはかなり疑問である。そこで、本書で

は、最近利用可能になった文革関連の多様な資料集に加え、筆者自身が多年間の現地調

査で集めてきた、内部発行の文献を含む大量の軍関連資料に基づき、軍統制下の政治状

況を、複数の角度から浮き彫りにすることを目的とする。 

第二に、本書の作業を通じて、1970 年代の中国政治の推移を理解する一つの一貫し

た視点が得られることが期待される。人民解放軍の政治関与は、本論の叙述で明らかに

なるように、文革期における統治機構の変容はもちろん、国内の政治運動の推移、対外

政策の展開、そして権力闘争の帰趨にいたるまで、当該時期における中国政治のあらゆ

る側面に甚大な影響を及ぼしている。なぜ文革は当初の想定より長引いたのか、なぜ対

米接近がはかられたのか、なぜ権力継承は鄧小平に有利に展開するようになったか、そ

していかなる要因が改革開放への政策転換を促したか、軍の政治介入とその解消をめぐ

る政治の動きから、これらの問題を考える手掛かりを探ってみたい。 

第三に、理論的に本書は「新制度論」に連なる研究であるが、なかでも、独裁政治に
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おける制度メカニズムへの理解を深めることを目指している。特に「執行の制度」とい

う概念を提起することによって、社会との関係を含む政策執行の効率性が独裁政治にお

ける制度変化の重要な契機となることを強調しようとする。こうした視点は他方で、独

裁政治に関する最近の制度研究が、政党や議会といった取り込み（co-optation）のメカ

ニズムに関心を集中させているのに対して、改めてその強制（coercion）のメカニズム

に関する注意を喚起する意図をも有している。 

 

 


